
消費者と事業者の交流のイメージ

＜情報発信＞
一般的な製品の安全な取扱いについて

参加事業者の安全配慮製品
参加事業者の新製品

事業者消費者

事故やヒヤリ・ハット情報の投稿

モニター参加等

○参加事業者が提供する製品を
モニターとして体験・評価
（一般募集最大100名程度）

○立上時には、プラットフォーム
の周知のため、消費者からキャラ
クター名を公募

＜情報提供＞
消費者の事故情報等 ○事故情報を活かした安全な製品開発や

自主基準制定

○参加事業者の製品開発の一環として
モニター調査を実施

①専用フォームから投稿
（チェック後、適時に公開）

②Instagram,Twitterでの投稿
（ハッシュタグを活用） ＜提供＞

モニター製品
魅力的な特典

＜回答＞
製品の評価

安全な製品開発

消費者へのPR

○参加事業者の安全配慮製品や新製品の
情報提供
○安全な製品開発のために、製品や特典
を提供
○参加事業者の製品開発・改良の取組を
消費者向けコンテンツとして作成

安全に配慮した製品の認知等

○安全配慮製品の情報収集
○安全配慮製品の購入

資料２



1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月～3月

R4-5年度スケジュール

●事業者への説明会
（SKJの賛助会員等）

○第3回商安協

○完成・公開プレス

○SNS稼働
（Instagram,Twitterでの発信、消費者発信の再投稿）

●【キャンペーン】キャラクタ－名募集 ○製品のモニター募集
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●事業者への説明会
（その他企業）

○コンテンツ掲載開始（参加事業者の製品開発の取組ほか・コラム）
●参加事業者交流（セミナー）
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○【委託】アクセス解析等

○運営等へのフィードバック
○掲載コンテンツ提供（適宜）

●説明会（適宜）

ハッシュタグ周知・活用

【R4年度】Safe Kids Japan(SKJ)の賛助会員、プロジェクト･パートナー（50社程度）
【R5年度】その他企業等（50社程度）
プラットフォームの概要と参加を呼び掛ける説明会を実施 ※自立的な運営のため、SKJが参加費を徴収
計100社程度の参加を予定

参加事業者－応援企業（予定）

○【Web PR】Amazon・たまひよ（ベネッセ）・Yahoo！・小学館 HugKum（はぐくむ）等での周知・発信

○事故等情報の投稿開始（SKJの正会員等）

○構築に関する協定 ○運用に関する覚書の締結→連携

○完成

○完成


